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(54)【発明の名称】 汚染防止型内視鏡

(57)【要約】
【課題】筒状カバーを着脱するための付加的な設備を必
要とせず、しかも筒状カバーを挿入部に対して確実かつ
容易に着脱することができる汚染防止型内視鏡を提供す
ること。
【解決手段】筒状カバー２１が、基端開口以外の部分が
塞がれた弾力性のある材料からなる筒状体であって内径
の大きさが内視鏡の挿入部１１の外径の大きさより大き
く形成されており、筒状カバー２１内から空気を吸引す
るための吸引管路１４が挿入部１１内に挿通配置され、
吸引管路１４に連通する密閉可能な吸引口金１５が操作
部１２に配置されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】内視鏡の挿入部を外部から遮蔽するように
上記挿入部に着脱自在に被覆される筒状カバーを有する
汚染防止型内視鏡において、
上記筒状カバーが、基端開口以外の部分が塞がれた弾力
性のある材料からなる筒状体であって内径の大きさが上
記挿入部の外径の大きさより大きく形成されており、
上記筒状カバー内から空気を吸引するための吸引管路が
上記挿入部内に挿通配置され、上記吸引管路に連通する
密閉可能な吸引口金が、上記挿入部の基端に連結された
操作部に配置されていることを特徴とする汚染防止型内
視鏡。
【請求項２】上記挿入部が差し込まれた状態の上記筒状
カバーの基端開口部を気密に固定及び解除自在なカバー
基端固定部が、上記挿入部と操作部との連結部付近に設
けられている請求項１記載の汚染防止型内視鏡。
【請求項３】上記カバー基端固定部は、上記筒状カバー
を基端側へ引き伸ばして縮径させた状態で上記挿入部と
操作部との連結部付近に固定する請求項１又は２記載の
汚染防止型内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、挿入部が患者の
体壁に直接接触しないようにする筒状カバーが着脱自在
に設けられた汚染防止型内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】汚染防止型内視鏡は一般に、内視鏡の挿
入部を外部から遮蔽する筒状カバーを挿入部に着脱自在
に被覆できるようになっており、筒状カバーを一回ごと
に取り替えることにより、内視鏡による患者間の感染を
完全に阻止することができる。
【０００３】そのような汚染防止型内視鏡は、挿入部に
被せられた筒状カバーが挿入部の表面に密着せずに浮い
た状態になっていると、体壁に引っ掛かって挿入性が阻
害され、場合によって筒状カバーが破れてしまう。
【０００４】そこで従来の汚染防止型内視鏡において
は、筒状カバーの内径の大きさを挿入部の外径の大きさ
より小さく形成して、挿入部に対する着脱時に筒状カバ
ーを膨らませるようにしていた。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上述のような
従来の汚染防止型内視鏡においては、挿入部に筒状カバ
ーを着脱するだけのために筒状カバーを膨らませる設備
を必要とするだけでなく、使用中に筒状カバーにピンホ
ール等ができると使用後に筒状カバーが膨らまなくなる
ため、挿入部から筒状カバーを外すことができなくなっ
てにっちもさっちもいかなくなってしまう場合があっ
た。
【０００６】そこで本発明は、筒状カバーを着脱するた
めの付加的な設備を必要とせず、しかも筒状カバーを挿
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入部に対して確実かつ容易に着脱することができる汚染
防止型内視鏡を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の汚染防止型内視鏡は、内視鏡の挿入部を外
部から遮蔽するように挿入部に着脱自在に被覆される筒
状カバーを有する汚染防止型内視鏡において、筒状カバ
ーが、基端開口以外の部分が塞がれた弾力性のある材料
からなる筒状体であって内径の大きさが挿入部の外径の
大きさより大きく形成されており、筒状カバー内から空
気を吸引するための吸引管路が挿入部内に挿通配置さ
れ、吸引管路に連通する密閉可能な吸引口金が、挿入部
の基端に連結された操作部に配置されているものであ
る。
【０００８】なお、挿入部が差し込まれた状態の筒状カ
バーの基端開口部を気密に固定及び解除自在なカバー基
端固定部が挿入部と操作部との連結部付近に設けられて
いてもよく、そのカバー基端固定部が、筒状カバーを基
端側へ引き伸ばして縮径させた状態で挿入部と操作部と
の連結部付近に固定するものであってもよい。
【０００９】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は、内視鏡１０にカバー装置２０が取り
付けられていない状態を示している。
【００１０】内視鏡１０の挿入部１１は、例えば可撓管
１１ａの先端に湾曲部１１ｂが連結され、湾曲部１１ｂ
の先端に連結された先端部本体１１ｃに観察窓等が配置
されたものであり、挿入部１１の基端には、湾曲部１１
ｂの遠隔操作を行う装置等が配置された操作部１２が連
結されている。
【００１１】内視鏡１０の基端が連結されている操作部
１２の下端部分には、カバー装置２０の筒状口金２３が
着脱自在に係合する円柱状のカバー基端固定部１３が形
成されており、その先端寄りの部分にはシールのＯリン
グ１３ｂが装着され、基端寄りの部分には周方向にネジ
係合溝１３ａが形成されている。
【００１２】挿入部１１内には、カバー装置２０の筒状
カバー２１が被覆された時に筒状カバー２１内から空気
を吸引するための吸引管路１４が全長にわたって挿通配
置されている。そして、その吸引管路１４に連通する吸
引口金１５が、操作部１２の後面に突設されている。
【００１３】この実施例においては、吸引口金１５には
手動コック１６が設けられており、手動コック１６を回
動操作することにより、吸引管路１４と吸引口金１５と
の間を任意に密閉することができる。
【００１４】カバー装置２０の大半の部分は、挿入部１
１を外部から遮蔽するように挿入部１１に被覆される円
筒状に形成された筒状カバー２１であり、筒状カバー２
１の先端は先端部本体１１ｃに円滑に被嵌される透明な
先端キャップ２２によって封止されている。
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【００１５】その結果、筒状カバー２１は基端開口以外
の部分が全て塞がれた状態になっている。ただし、先端
キャップ２２を省略して、筒状カバー２１を先端面を含
む一体成形により形成してもよい。
【００１６】筒状カバー２１は、内径ｄが挿入部１１の
外径Ｄより大きく形成されている。即ち、ｄ＞Ｄであ
る。なお、挿入部１１の外径Ｄが途中で変化している場
合には、筒状カバー２１の各部分の内径ｄが、それより
先端寄りの範囲における挿入部１１の最大外径より大き
ければよい。
【００１７】筒状カバー２１は例えばシリコンゴム等の
ような弾力性のある材料によって形成されている。した
がって、筒状カバー２１は矢印Ａで示されるように軸線
方向に引き伸ばすことにより弾性変形して径が縮小し、
内径ｄが挿入部１１の外径Ｄより小さい（ｄ＜Ｄ）状態
になる。なお、筒状カバー２１の材質はシリコンゴム以
外であっても差し支えない。
【００１８】筒状カバー２１の基端には、内視鏡１０の
カバー基端固定部１３に対して係脱自在な筒状口金２３
が取り付けられている。筒状口金２３は、カバー基端固
定部１３に嵌合する筒状に形成されていて、その側壁に
内方に貫通するように形成されたネジ孔に、手動ネジ２
４が螺合している。手動ネジ２４の頭部には、外側から
手で摘むことのできる摘みが形成されている。
【００１９】したがって、筒状口金２３をカバー基端固
定部１３に嵌合させて手動ネジ２４を締め込むことによ
り筒状口金２３がカバー基端固定部１３に固定され、手
動ネジ２４を緩めれば、筒状口金２３をカバー基端固定
部１３から離脱させて先端方向に移動させることができ
る。
【００２０】図２は、筒状カバー２１内いっぱいに挿入
部１１を挿入して筒状カバー２１を軸線方向に引き伸ば
し、筒状口金２３をカバー基端固定部１３に係止した状
態を示している。１７は観察窓である。
【００２１】筒状口金２３をカバー基端固定部１３と係
合する位置まで軸線方向に引っ張ると、先端部本体１１
ｃの先端面に先端キャップ２２が当接した後は筒状カバ
ー２１が軸線方向に引き伸ばされて縮径し、筒状カバー
２１が挿入部１１の全面に密着するか或いは密着状態に
近い状態になる。そこで手動ネジ２４を締め込めば、筒
状口金２３がカバー基端固定部１３に係止された状態に
なる。
【００２２】このとき、手動ネジ２４の先端をネジ係合
溝１３ａと係合させることにより、手動ネジ２４をきつ
く締め付けなくてもカバー基端固定部１３に対する筒状
口金２３の係止が行われ、手動ネジ２４の緩みによる係
合外れが発生しない。
【００２３】また、Ｏリング１３ｂが筒状口金２３の内
周面によって押し潰されて、その部分がシールされるの
で、筒状カバー２１の口元部分と外部との間が気密に塞*
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*がれた状態になる。
【００２４】そこで、吸引口金１５に注射筒等のような
吸引具３０を接続し、吸引管路１４を経由して筒状カバ
ー２１内の空気を吸引することにより、筒状カバー２１
が挿入部１１の外面全面に完全に密着した状態になり、
手動コック１６を閉状態にすることにより、その状態が
維持される。
【００２５】このようにして、筒状カバー２１の内面と
挿入部１１の外面との間を負圧にして筒状カバー２１が
挿入部１１の外面に密着した状態にすると、内視鏡１０
の使用中に挿入部１１が屈曲しても筒状カバー２１にし
わや浮き上がりが発生しない。
【００２６】そして、内視鏡１０の使用が終了したら、
図３に示されるように、手動コック１６を開放状態にし
て筒状カバー２１内を大気と連通する状態にしてから、
手動ネジ２４を緩めて筒状口金２３を挿入部１１側に緩
やかに移動させる。
【００２７】すると、筒状カバー２１の内径ｄが挿入部
１１の外径Ｄより太い状態に戻るので、筒状カバー２１
にピンホール等の発生の有る無しにかかわらず、カバー
装置２０をそのまま容易に挿入部１１から取り外すこと
ができる。
【００２８】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば図４に示されるように、球状弁１５
１をスプリング１５２で付勢した自動弁等を吸引口金１
５に配置して、吸引操作後に吸引具３０を吸引口金１５
から外すと吸引口金１５が自動的に閉塞されるようにし
てもよい。
【００２９】
【発明の効果】本発明によれば、内視鏡の挿入部内に挿
通配置された吸引管路を介して筒状カバー内から空気を
吸引することにより筒状カバーを挿入部の表面に密着さ
せることができ、操作部に配置された吸引口金を開放す
れば筒状カバーが挿入部より太い自然状態に戻るので、
筒状カバーを着脱するための付加的な設備を何ら必要と
せず、しかも筒状カバーにピンホール等の発生の有る無
しにかかわらず、筒状カバーを挿入部に対して確実かつ
容易に着脱することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の汚染防止型内視鏡のカ
バー装置が挿入部に取り付けられていない状態の部分断
面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の汚染防止型内視鏡のカ
バー装置が挿入部に取り付けられた状態の部分断面図で
ある。
【図３】本発明の第１の実施例の汚染防止型内視鏡のカ
バー装置が挿入部から取り外される状態の部分断面図で
ある。
【図４】本発明の第２の実施例の吸引口金付近の側面部
分断面図である。
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【符号の説明】
１０  内視鏡
１１  挿入部
１２  操作部
１３  カバー基端固定部
１４  吸引管路
１５  吸引口金 *
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*１６  手動コック
２０  カバー装置
２１  筒状カバー
２２  先端キャップ
２３  筒状口金
２４  手動ネジ

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】
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